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ていき、その結果外部応力のもとで自由に動くに動くことのできる free segment の長さが短かくな
ることによると考えられる。






現象であるが、本論文では、工業的に最も重要な低炭素鋼 (0 .02~0 .07w/oC) についてその歪時効
特性を詳細に系統的に調べ、微視的な機構までも検討した結果を報告している。特に降伏応力の増加
量、内部摩擦むよび電気抵抗の変化を巧みに組合せて、種々の時効温度、時効時間について歪時効に
関するいくつかの新しい事実と法則性を見出している。例えば、歪時効の時間則は Cottrell と Bilby
の理論以来、 t，v，則なるものが世界的に認められているが、本研究では、 t 喰リを実験的に確立し、既成
の考え方も、またそれに基ずく従来の実験事実の解析や解釈も再考を要することを示した。この実験
から新たに提案された t噴リについて、らせん転位に集る炭素原子の拡散時間則に関係した考察を加え、
微視的機構について上の事実と矛盾しない解釈を得たことも注目に値する。これらの研究成果は材料
強度に関するこの種の分野に大きな貢献を与えるものである。
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